
１　主な検討項目

２　検討項目に対する課題整理・検討の方向性

（１）回収強化

No.
通
番 課題整理・検討の方向性 関連

ページ

1

○海洋ごみの現状
・組成調査

・海洋ごみの現場写真等

※ビニールやレジ袋は沈下し砂に埋もれている

７ｐ
～
９ｐ

2

○学識経験者の視点での海洋ごみの課題
・マイクロ化する期間

・早期回収の必要性等

中田先
生資料

3

○漁業者の視点での海洋ごみの課題
・困るプラスチックごみ

・問題となった事柄

4

・その他

　くまもと海洋プラスチックごみ『ゼロ』推進会議

検討項目

1 海洋ごみの現状

会議資料５－２

【回収】自然界に出たごみは回収

○海域での回収強化

○陸域での回収強化

○プラスチックリサイクル率の向上

○熊本に必要なプラスチックリサイクル施設

○漂着ゴミの組成調査をもとにした発生源にタ

ーゲットを絞った排出源対策

【排出抑制】自然界にごみを出さない 【再利用】集めたゴミはリサイクル

中田先生からご説明

漁業団体からご意見

事務局から説明

1



No.
通
番

課題整理・検討の方向性
関連

ページ

5

・現在の取組み状況
１０ｐ

～１２ｐ

6

・漁業者の視点による海洋ごみの更なる回収に向けた課題（回収が必要なもの）

7

・漁業操業中に回収したプラスチックごみ等を、漁協等で集め、市町村が処分することについて（漁業者、自治体の意見）

１３ｐ

8

その他

9

○上流側での対策の必要性

１３ｐ

10

○現在の市町村や地域活動の状況等
・回収の現状

・回収強化に向けた課題

・回収が困難な案件

１６ｐ

11

○現在の農業用ビニール等の回収スキーム等
・回収の現状

・回収強化に向けた課題

・回収が困難な案件

１７ｐ
～

１８ｐ

12

○河川・海への流出が懸念される不法投棄（ポイ捨てゴミ）等

・回収強化の取組み（パトロール、指導、管理者による撤去）

13
その他

検討項目

2 海洋での回収強化

3 陸域での回収強化

市から説明

漁業団体からご意見

漁業団体及び市からご意見

農業団体からご意見

農業団体からご意見

事務局から説明

事務局から説明

事務局から説明

事務局から説明

2



（2）排出抑制

No.
通
番

課題整理・検討の方向性
関連

ページ

14

○組成調査等から取り組むべき啓発等
・意図的な流出
　　・ポイ捨て、不法投棄

・台風、高潮、洪水等に関連した意図しない流出
　　・家庭ごみ

　　・農業関係等

　　・漁業関係

１９ｐ

15

〇家庭ごみのポイ捨て防止の啓発
・くまモンを活用した一般的な啓発
　

・食料品関係（弁当、カップ麺、ペットボトル⇒ｉｎレジ袋）
　　販売店の協力による啓発

・マスク、たばこの吸い殻
　マイクロプラスチックになることを啓発
　

２０ｐ

16

○洪水等時に河川・海域に流出を防止する啓発
・上記に加え、一般家庭、商店、工場などあらゆる施設からの流出防止の啓発

２０ｐ

17

○台風時の飛散防止の啓発
・屋外の物がすべて飛散しないような対策

２０ｐ

検討項目

1
・組成調査等から取り組むべき啓
発等

消費者団体、商工団体からご意見

事務局から説明

事務局から説明

消費者団体等からご意見

商工団体・消費者団体等からご意見

3



No.
通
番

課題整理・検討の方向性
関連

ページ

18

○農業関係のごみ削減の啓発
①水路等への流出防止

②保管している資材等の水路等への流出防止（主に高潮、台風時等）

③その他

２１ｐ

19
その他

20

○漁業関係のごみ削減の啓発
①操業時等の飛散防止

②保管している資材等の飛散防止（主に高潮、台風時等）

③その他

２１ｐ

21
○その他

22

○啓発だけでは解消されない課題
・所有者が処分困難な農業用ビニール

・所有者が不明瞭な古い漁具

・一定規模の不法投棄物
　⇒管理者対応

２２ｐ

23

○啓発だけでは解消されない課題に対する行政の対応
・行政指導

・更に必要な対策 ２２ｐ

24

○その他
　　他県への横展開（環境省へ要望）

2 排出防止

・組成調査等から取り組むべき啓
発等

1

検討項目

農業団体、漁業団体からご意見

漁業者からご意見

事務局から説明

事務局から説明

農業団体、漁業団体からご意見

事務局から説明

農業団体からご意見

事務局から説明

4



　（３） リサイクル率の向上等
No.

通
番 検討の方向性 関連

ページ

25

○現在の県内の一般廃棄物処理状況
　・処理フロー

　・自治体の回収状況

２３ｐ
～

２７ｐ

26

○どの様に回収した方がリサイクル率が向上するか
・事業者側の意見

・自治体側の実状

27

○自治体の回収方法の検討
・

・

28
・その他

29

○現在の県内の廃棄物処理の状況（産廃）
　海外への輸出が困難
　県外への搬出、単純焼却、埋め立てなどリサイクルされていない ２８ｐ

30

○データ上、不足する施設
・リサイクル施設

・サーマルリサイクル

☆現状で生じる問題
　⇒焼却施設が不足する現状では災害時の廃棄物処理が困難

２８ｐ

31

○今後必要な施設

32 ・その他

2 必要なリサイクル施設

課題

1
事業者と自治体の実状にあった
分別方法

事業者、市、消費者団体からご意見

事業者等からご意見

事務局から説明

事務局から説明

5


